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1 . はじめに 
Ⅰ. デジタルヒューマニティーズ   
 
•  人文科学とは 

　 　   　人文科学は人間の精神や文化を 
　　 　　主な研究対象とする学問 
 
 
引用 ： 文部科学省，人文学及び社会科学の学問的特性 
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu4/toushin/attach/
1246381.htm 
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デジタルヒューマニティーズとは 

　　人文科学 
 
 
コンピューティング 

 1 . はじめに 
Ⅰ. デジタルヒューマニティーズ 

調査　研究 
 
教育　考案 

文化コンテンツや学術成果の公開や 
　　　　　　　　　展示方法などの研究も目的の一つ 
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1 . はじめに 
Ⅱ. デジタルアーカイブ 

デジタルヒューマニティーズの
研究領域の一つ 

 
 

デジタルアーカイブ 
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1 . はじめに 
Ⅱ. デジタルアーカイブ 
•  ライブラリ 

– 汎用性の高いプログラムを再利用可能な形で 
   ひとまとまりにしたもの 
 
– 図書，情報資料を収集，保管し利用者への 
　提供を行う機関 
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1 . はじめに 
Ⅱ. デジタルアーカイブ 

• アーカイブ 

–  記録を保存・活用し，未来に　　　 　 
　伝達すること 

– 「書庫」，「記録保存」，「公文書館」 
　 と訳されることが多い 
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1 . はじめに 
Ⅱ. デジタルアーカイブ 

　 アーカイブ　　　　  ライブラリ 
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記録を保存・活用 
未来に伝達 

収集・保管 
利用者へ提供 

デジタル化すると 
境界が曖昧に 



1 . はじめに 
Ⅱ. デジタルアーカイブ 

デジタルアーカイブとは 

有形・無形の文化資産をデジタル化 
保存，蓄積することで次世代に継承 
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1 . はじめに 
Ⅱ. デジタルアーカイブ 

デジタルアーカイブの特徴 
 
 

 
 

10	
  

空間・時間に 
とらわれない 

	


劣化を防げる 
	




1 . はじめに 
Ⅱ. デジタルアーカイブ 

デジタルアーカイブの目的 
次の世代に正確に伝承すること 

 
 

定期的な保守・更新を行い 
それを維持することが重要  
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1 . はじめに 
Ⅲ. 背景と目的 
•  日本大学文理学部で公開している 
デジタルアーカイブ例 
 -「日本大学文理学部資料館デジタルミュージアム」 
　日本大学文理学部資料館の収蔵資料を紹介するもの 

　 -「アジア歴史資料」 
　　　日本大学および他機関が所蔵するアジア史に関連するもの　　　　 
　 -「日本語日本文学」 
　   日本大学が所蔵する日本語日本文学に関連するもの 
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1 . はじめに 
Ⅲ. 背景と目的	

日本大学文理学部で公開している 
デジタルアーカイブ例１ 
•  平成23年度 デジタルミュージアム 
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1 . はじめに 
Ⅲ. 背景と目的 
日本大学文理学部で公開している 
デジタルアーカイブ例２ 
•  平成21年度　ハルビン絵葉書検索システム 

-  史学科との共同研究 
-  GoogleMaps 上にある１つの地点に対応する年代等の 
　  様々な絵葉書を表示する 
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1 . はじめに 
Ⅲ. 背景と目的 
日本大学文理学部で公開している 
デジタルアーカイブ例３ 
•  平成20年度  喜多村緑郎日記 & Maps 
 

-  国文科学との共同研究 
-  日記を年表ごとに表示 
-  GoogleMaps を利用し，日記内容の巡回ルートを表示 
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1 . はじめに 
Ⅲ. 背景と目的	

例１. デジタルミュージアム 
　平成23年度に開発 
       　　   今後の長期運用に適さない環境で稼働 

例2. ハルビン絵葉書検索システム 
　 平成21年度に開発 
　   　　　 平成26年度に環境移行 

例3. 喜多村緑郎日記&Maps 
　 平成２０年度に開発 
　   　　　 今後の長期運用に適さない環境で稼働 
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1 . はじめに 
Ⅲ. 背景と目的 
環境を変更しないとサービスが継続できなくなる 

　 OS，ミドルウェアのサポートが切れ 
セキュリティパッチの提供がなくなる 
　　　　　脆弱性が発見された場合の対応が困難 

OS , PHP の大幅なアップデート，アップグレード 
　　　　　　　　　　　　稼働しない可能性が高い 
	


なぜ？？ 
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喜多村緑郎文庫では Fedora を使用 

	
  
	
  
文理学部内のアーカイブシステムの多くはUbuntuを使用 
　　　メンテナンスコスト軽減のため Ubuntu に変更　 

2 . 演習内容 
Ⅰ. OSの変更 



2 . 演習内容 
Ⅱ. PHP,DBエンジンのバージョンアップと 
　  それにともなう改修 

既存システムで使用していた PHP  
バージョンはサポート期限に問題 

 
 

現在，サポート期間の長い  
PHP 5.6系 へバージョン変更 

20	
  



2 . 演習内容 
Ⅱ. PHP,DBエンジンのバージョンアップと 
　  それにともなう改修 

既存システムではSQLite2 を使用 
 
 

PHP のバージョン変更に伴い  
SQLite3 へ変更  
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2 . 演習内容 
Ⅱ. PHP,DBエンジンのバージョンアップと 
　  それにともなう改修	


  SQLite３とSQLite2では 
PHPの関数に一部互換性がない 

PHPプログラムの改修 
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•  上演年表検索システム 
喜多村緑郎日記&Maps 移行後のシステム構造 
       　　  
　　　　　　　　 Ubuntu 

Apache2 
PHP5.6系 
SQLite3 

2 . 演習内容 
Ⅲ. 	
  システムの構造 
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2 . 演習内容 
Ⅳ. ドキュメントの整備	


データの追加・変更などはない 
完成したアーカイブの環境移行 

 

今後の改修作業の軽量化・自動化のため 
ドキュメント作成 

仮想マシン構築方法に大きな変更はない 
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3. おわりに 

この様なデジタルアーカイブは定期的に 
メンテナンスを行うことが重要 

今回はドキュメントを残す事で 
改修作業の軽量化 

 
自動化など，いかに効率的かつ定期的な 
メンテナンスを行うかは今後の課題 
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h-p://da.tani.cs.chs.nihon-­‐u.ac.jp/kitamura/shinpa/	


h-p://da.tani.cs.chs.nihon-­‐u.ac.jp/kitamura/Kitamura/Public/	


・喜多村緑郎日記＆Maps	


・新派上演年表検索システム	



